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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

法
定
外
公
共
物
（
赤
線
・
青
線
等
）
払
下
げ
手
続
き
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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現
行
国
有
財
産
法
で
法
定
外
公
共
財
産
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
道
路
法
、
河
川
法
等
の
規
制
の
対
象
外
に
な
つ
て

い
る
里
道
（
通
称
「
赤
線
」
と
呼
ぶ
。
）
や
、
河
川
法
の
適
用
又
は
準
用
が
な
い
水
路
（
通
称
「
青
線
」
と
呼
ぶ
。
）
等
が
最

近
の
宅
地
開
発
、
都
市
化
等
の
影
響
を
受
け
、
廃
道
、
廃
川
又
は
つ
け
替
え
等
の
必
要
が
生
じ
て
い
る
箇
所
が
多

く
、
今
後
ま
す
ま
す
多
発
す
る
傾
向
に
あ
る
。 

行
政
の
簡
素
化
と
経
費
の
節
減
を
図
る
必
要
も
あ
る
最
近
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
次
の
件
に
つ
い
て
質
問
す

る
。 反

面
、
現
行
の
払
下
げ
事
務
手
続
き
は
、
市
町
村
役
場
、
県
、
建
設
省
（
所
轄
建
設
事
務
所
）
、
大
蔵
省
（
地
方

財
務
部
）
等
を
経
由
し
て
、
最
終
申
請
者
に
結
論
が
知
ら
さ
れ
る
ま
で
一
年
以
上
を
要
し
て
い
る
例
が
多
い
。 

他
面
、
申
請
件
数
は
年
間
一
万
件
以
上
も
あ
り
、
事
務
処
理
も
渋
滞
し
が
ち
で
あ
る
。 

法
定
外
公
共
物
（
赤
線
・
青
線
等
）
払
下
げ
手
続
き
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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四 
一 
公
図
に
示
さ
れ
て
い
る
赤
線
・
青
線
の
管
理
と
所
有
権
を
地
方
自
治
体
（
市
町
村
）
に
移
管
、
譲
渡
す
べ
き
だ 

と
思
う
が
ど
う
か
。 

二 

地
方
自
治
体
の
長
は
、
公
図
に
示
さ
れ
て
い
る
赤
線
・
青
線
地
帯
の
廃
道
、
廃
川
、
つ
け
替
え
、
払
下
げ
等 

の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
、
速
や
か
に
現
地
調
査
、
境
界
の
確
認
等
を
行
い
、
建
設
事
務
所
、
地
方
財
務
部
と
打 

合
わ
せ
、
そ
の
結
論
を
直
ち
に
申
請
者
に
伝
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

三 

払
下
げ
に
伴
う
代
価
は
地
方
自
治
体
の
収
入
と
し
、
管
理
、
運
営
等
の
責
任
を
持
た
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が 

ど
う
か
。 

四 

現
在
実
施
中
で
、
前
記
一
、
二
に
も
関
連
の
あ
る
国
土
調
査
の
実
施
を
急
ぎ
、
赤
線
・
青
線
の
実
態
を
可
及 

的
速
や
か
に
把
握
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


